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岐阜県苗木地方物理探査報告

佐野竣一＊　斎藤友三郎＊　畑瀬安彦＊

Geop血ysical　Prospecting　at　Placer　Deposits　in　Na6gi　Region，Gifu　Prefecture

By

Shun’ichi　Sano，Tomosabur6Sait6＆YaSuhiko　Hatase

Abstract

　　Radiomet且c　and　magnetic　su∋vey　for　placer　deposits　in“Na6gi”region　were　ca”ied

out　at　Kbketsu－yama　and　Nishi－obara　in　Fukuoka　village，Ena　couhty，Gifu　prefecture．

　、The　distributions　of　radioactivity　at山e　gromd合urface　and　in　drill　holes　as　weli　as　dis㌻ri．

bution　of　yertical　magnetic　forceβwere　measured，but　no　remarkable　anomalies　were　discovered．

According　to　the　results　of　geologic　and　mineralogical　studies，there　are　no㏄onomic　concen－

trations　of　radioactive　nlinerals．　Howeverl　the　radioactivity　of　the　placer　deposits　varies　with

the　mineral　constitutions．Therefore，the　geophysical　methods　applied　may　be　useful　to　radio－

active　placer　deposits　in　general．

　　　　　　要　 旨
岐阜県苗木地方における放射性鉱物を含む漂砂鉱床の

調査として，恵那郡福岡村交告山および西大洞において

放射能探査および磁気探査を実施Lた。

地表敏射能強度分布・孔内放射能強度分布を測定した

が，黒雲母花嵩岩の放射能強度より高い値は測定されな

かつた。前回調査した中津川市（苗木町）官クガホヅタ地

区における測定結果をも含めて，放射能強度の分布は地

質鉱床学的事実と一致する。

今回は錯直磁力分布をも測定したが，著しい異常は認

められなかつた。

1
1
．
緒
　 言

昭和30年度核原料物質探査事業の一部として，前年

度に引続き岐阜県苗木地方に散在する漂砂鉱床の調査が

実施された。昭和30年8月，筆者らは恵那郡福岡村交

告山および西大洞において，放射能探査および磁気探査

を行つた。当地方における漂砂鉱床の調査は今回で一応

終了となつたので，前年度の調査結果と比較しながら，

今回の調査結果を報告する・位置および交通・地質・鉱

床については同時に実施された浜地忠男らによる鉱床調

査の報告2）を参照されたい。’

2．地表放射能強度分布

2．1測定器および測定方法

串物理探査部

本調査にはCanadian　Aviation　Electrobics　Ltd．製

Model963Scintillometer5）を使用した。この測定器は携

帯用シソチレーショソ・カウンターで，指度および零点

め変動が認められる・零点の変動は測定ごとに更正し

た。1回の測定に際しては時定数を8sec註1）として15
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第1図位置図
Areas　surveyed

sec置きに10回読取り，平均値をもつて測定値とした。

調査期間中，宿舎において朝夕較正用試料（Ra約4μc）

註1）　8secは器械に標示されてv・る時定数で，通常

　の時定数の定義によると3．3s㏄になる。
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　　　　　第2図Mode1963Scintillometerの指度変動

Long　tlme　variation　of　the　sensitivity　of　Mode1963Scintillometer
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　　　　　　第3図苗木交告山地区地表放射能強度分布
Distribution　of　the　surface　radioactivity　at　K6ketsu－yama，Na6gi　region
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　　　　第4図苗木西大洞地区地表放射能強度分布
Distribution　of　the　surface　ra（1ioactivity　at　Nishi－obara，Na6gi　region

による計数値および・ミックグラウyドを測定し1さらに

調査地域内に一点において測定を繰り返L，これらの計

第　　1　表

分　　散

次に地質分類別2｝の放射能強度頻度分布を

第5図に示した。戸クガホヅタ地区における

頻度分布をも添えた。ロクガホッタ地区にお

いて使用した測定器は，今回使用したものと

異なるので，2つの測定器を同一測点に置い

て測定した結果に基づレ・て横軸（強度軸）を対

応させた・またマクガホッタ地区における地

質分類の方法6）は，今回のそれと異なるので

下記のように対応するものとした。

　交告山・西大洞　　冒クガホジタ

　表土および砂鉱　　表土・黒色腐植土・

　　　　　　　湿地・鉱床
　黒雲母花嵩岩　　黒雲母花崩岩・サバ．

　各地区とも各地質分類に対してほ黛同様な

放射能強度を示している。各地区を通じて黒

雲母花嵩岩の放射能強度が高い・こxで黒雲

母花醐岩と称するものは，各地区とも風化し

た露出とサパ（花嵩岩の分解による砂）であつ

て，新鮮な露出はほとんどみられない。苗木

地方の黒雲母花嵩岩の新鮮な露出で測定した

値は風化した場合の値より大きい。第2表は風化による

放射能強度の変化を示したもので，風化分類別に平均値

較正用試料

同バツクグ
ラウソド

　A．0

黒雪母花南宕　　　表」二および砂鉱14紀）、
b5・titeg－f【脚thcre出　S。ll飢dpl巳じθr　rg巳“rf醐αrγ，

測定
期間
（days）

6

6

4

測定平均値
回数

17

18

18

（cps）

115

．26

35

，＆）1

1Q．0

3．0

5．5

σ1（mean）

　（％）

8．7

11．3

12．8

数値の長期変動を求めた。その結果は第2図に示し

た。この結果を用いて各測点における測定値を補正

した。補正された計数値の分散は，第1表に示すよ

うに平均値の10％前後である・実測された分散は，

統計的変動から期待される値（2～3％）より大きい。

　濁点は鉱床調査のため設定されたものを利用した

が，調査期間の都合で測点間隔を20m≧した。

　2．2測定結果
　放射能強度分布図を第3・4図に示した。等放射

能強度線の間隔は実測された分散が10％であるこ

とを考慮して，各線の中間の計数値の20％となる

ようにした。前年度調査したPクガホヅタ地区と同

様に，黒雲母花嵩岩の分布する地域の放射能強度が

r高い6）。交告山地区では第三紀の礫岩が露出Lてい

て，この地域では強度が低いことが認められる。
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　第、5図地表放射能強度の地質別頻度分布
Frequency　distributions　of　the　surface　radioactivities
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　　　　　　　　　　　　　　ノ表　　　　　　　　　　　　，西大洞地区における砂鉱の放射能強度は，比較的高ぐ

測定

地区

口

ク

ガ

ホ

ツ

タ

交告
山

里

騨
云

母

花
謁・

岩

新　鮮

風　 化

礫を含むサバ

礫を含まな
いサノぐ

総　計

黒雲母花崩岩

第三紀層（礫岩）

馴蕪母花齢

測定

箇数

平均値

11

32

34

29

106

57

25

50

cpm
459

134〃

120〃

119〃

128〃

CPS
46

34〃

48〃

換算
値＊
（cpm）

118

’
9
5

120

分　　散

σCPS
（cpm）

cpm
13．1

13．6〃

19．4〃

13．2〃

17．9〃

・CPS
8．1

6．4〃

6．9〃

σ1

（mean）
（％）

8．2

10．1

16．2

11．1・

また狭い頻度分布を示す。このことは（1）1本地区の砂

鉱は全部黒雲母花嵩岩から供給されたものであるが2），　・

（2）他地区の砂鉱は第三紀層ないし石英斑岩から供給さ

れた物質をも含むこと1）2），（3）他地区においては黒雲：、

母花崩岩ないし他の岩石が風化分解して，すでに有機物

質をも含む表土となつたものが存在すること1），などに

よつて説明することができるる

13．9

18．0

18．9

14．4

3．孔内放射能強度分布

＊ロクガホツタ地区と同二測定器を使用した場合に換算し忙値

と，それに対する分散を掲げてある。

第三紀の礫岩は交吉山地区に露出しているだげである

が，その放射能強度はこの地域の岩石のうちで最も低

いo

表土および砂鉱の放射能強度は，一般に黒雲母花醐岩

と第三紀礫岩との中間に分布する。

ロクガポッタ地区では川の砂の上で，黒雲母花嵩岩よ

りかなり高い放射能強度を示す場所が認められたが，交

告山・西大洞地区ではこのような場所は認められなかつ

たo

α一2

2σ0　　220　　240　　260
こP肌
α暫置毫。18。 　A－Ocp肌　　120，40二P醜

A－1

140　「θO　Fθ0
cp吊

3．1測定器および測定方法

．地表放射能強度分布から，表土に覆われている鉱床の

存在を推定することは困難である。したがつて，交告山

地区において第四紀層（表土ないし砂鉱）で覆われている

14測点と，第三紀層で覆われている1測点とにおいて．

ハンド・オーガーによつて錯直に深さ1．5～0．5mの孔一

を掘り，深さ0．2m以下の所で5cmなV・し10cm間

隔で放躯能強度を測定した。

測定器は科研製γ線用GBLIT型G－M計数管を科

研製SU－P1型サーベイメ［ター41に結合したものであ

る。孔の直径はG－M計数管のプ官一ブ（外径40mm）

が自由に動ぐことができる程度で，ほ父一様に掘ること

’がでぎた。1回の測定に際しては，時定数を15secと

し，30s㏄置ぎ々ヒ10回読取り，平均値を求め，この平均

値にレートメーターの非直線性4》を補正した値をもつて

測定値とした。この測定器による測定誤差は，放射線の
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　　第7図孔内放射能強度の地質別頻度分布
　　Frequency　distributions　of　the　radioactivities

　　　　　　　　in　drill　holes

統計的変動による誤差だけ’からなると考えてさしつかえ

ない4）。

　3．2測定結果
騨第6図は孔内放射能強度分布である。地質柱状図は，

浜地忠男らによつて測点附近において行われた試験掘の

観察結果によつて作られた2）。深度決定の誤差，地層の

水平方向の不均一性などのため，孔内の深度と柱状図の

それとの間に，±5cm程度の相違があることは免れな

いと、思われる。

　孔内放射能強度には表土の吸牧による宇宙線のバッ

ク・グラウンドの変化の影響があるが，その影響は無視

でぎるものとした。

　第7図は地質分類別の頻度分布である。交告山地では

地下においても，黒雲母花歯岩より遙かに高い放射能強

度は認められなかつた。こ」の砂鉱に嫉錫石の濃集が認

められ，地質分類中の“廃石”は数10年前に砂錫が稼

行されたとき粗選鉱によつて捨てられた部分である2》・

この地区の砂鉱の放射性鉱物の含有率は官クガホッタ地

『区に比較して数分の1程度2）であつて，核原料物質資源

の鉱床としての経済的価値は認められない。

4．地表鉛直磁力分布

　4，1　測定器および測定方法

　苗木地区の漂砂鉱床には砂鉄を含有することが知られ一

ているので113），交告山地区において地表錯直磁力分布

の調査を実施した。

　使用した測定器はAskania　Werke　A．G．製Gf6型錯，

直磁力計そあつて，目盛常数は・10．4γ／sca玉e　division，

－実際の観測精度は±L5γであつた。．地磁気の日変化の

影響は調査地域附近の黒雲母花嵩岩の露出上で，1日4

回宛測定した値に基づいて補正した。

　測点は鉱床調査のため設定されたものを利用し，比較

的広く第四紀層で覆われた地域，およびその附近だけを，

測定した。また多少異常の認められた測点の附近では，

既設の測点の中聞に補助測点を設けた。

　4．2測定結果
　第8図は地表錯直磁力分布である。大部分の地域は

10γ程度の変化を示し，きわめて局所的に±30γ程度
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　第8図苗木交告山地区垂直磁力分布図
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の異常を示すが，地質分布とも明らかな関係はないよう

に、思われる。

　砂鉱が表上で覆われている所でも，その深さぱ1～2

mにすぎないので，この地区の砂鉱中には著しい砂鉄

の濃集は認められないと考えられる。

5．試料の磁性と放射性

　　地表錯直磁力分布の測定だけでは，前述のように砂鉄

　の濃集に関して充分な試料が得られなかつたので，A－1

　測点における試験掘の鉛直な横壁に沿つて，深さ10cm

　ごとに試料を採取し，比帯磁率とβ線強度とを測定し，

9図にそれらの結果を示した。
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第9図　交告山A－1測点の試験掘断面力’ら採取した

　　　　試料の比帯磁率とβ線強度

Magnetic　susceptibility　andβ一ray　intenslty　of

the　samples　collected　at　a　vertical　face　of　t紅e

trench　close　to　A』1point　in　K6ketsu－yama‘

　比帯磁率は地表附近におし．・て1～2×10冒5emu／g程度ゴ

でA－1測点附近に露出する黒雲母花嵩岩と同程度であ

るが，深さ1．3～1．7mにおいて数倍程度の比帯磁率を

示すことが注目される。

　β線強度註2）は平均8～10cpmで著しい変化を示さな

い。β線強度測度の統計的変動による誤差は，この場合

危険率5％で±22％程度であつて，そのうえ少量の試料

について測定を行うので，放射性物質が試料中に不均一

に分布するための誤差を伴なう。’一方孔内放射能強度の

測定ではA－1測点における場合，統計的変動の誤差が

危険率5％で約±7・％である。放射性物質の不均一な分

布による誤差も，比較的小さくなると考えられるので，

今回の試料の測定方法では孔内の測定より誤差が大ぎ

い。深さ・20cmから深さ70cmまで，放射能強度が増

註2）試料を100mesh前後に粉砕して一定量（約4．7

　　cc表面積6．25cm2）をとり，マィカ・ウインドウ

　　計数管で測定した。β線強度10cpmは，大体そ
　　れぞれ’0．0036U308，0．0012ThO2，4．0％K20

　　に対応する。

加する傾向は大体一致している。しかし，β線強度の測

定によれば深さによる著しい放射能強度の変化は認めら

れない。

　これらの事実は砂鉱中の鉱物組成や，砂鉱の生成に関

して興味があると思われる。

　浜地忠男らが調査した各地区の砂鉱の鉱物組成1）2｝に

タると，放射性鉱物g含有率が多いと地区で峠磁性鉱

物註3）の含有率も多い乏いう傾向がみられる。したがつ

て放射性鉱物鉱床として経済的価値のある砂鉱におい

て，磁気探査が有効でないと断言することはできない。

6．結　　語

　岐阜県苗木地方の漂砂鉱床に対して，＃クガホジタ地、

区に引続き，，交告山・西大洞地区において物理探査を実

施した。

　地表放射能強度分布・孔内放射能強度分布を測定した

が，黒雲母花醐岩の放射能強度より高い値は測定されな

かつた。

　また地表錯直磁力分布を測定したが，20～30γ程度の・

局所的な異常が認められたにすぎなかった。

　鉱床調査の結果によつても，今回調査した砂鉱では経

済的価値があるほどの放射性鉱物の濃集は認められない

し，磁匪鉱物の含有量も他地区に比較して少ない・庫た

前回調査したPヅクガホヅタ地区を含めて，放射能強度

の分布は地質・鉱床学的事実と対応する。・したがつて今

回採用した調査方法は，放射性鉱物を含む漂砂鉱床の調

査に対して，一般に有効であろうと考えられる。
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註3）本地区中磁性鉱物は熱磁気的研究の結果・純粋

　　の磁鉄鉱ではなく，チタン鉄鉱・赤鉄鉱の固溶体

　　であると推定されるQ
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